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大成功の宿場まつり

　
平
成
29
年
９
月
定
例
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
28
日
ま
で
の
31
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介

護
保
険
・
公
共
下
水
道
事
業
）・
水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
補
正
予
算
を
５
件
、
人
事
案
件
を
１
件
、
条
例
改
正
を
２
件
、
道
路
線
改
正
３
件
を
そ
れ
ぞ

れ
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
決

議
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
９
月
８
日
に
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
前

　
　

年
に
比
べ
国
か
ら
の
交

付
金
が
減
少
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
傾
向
に
つ
い
て
財
政

運
営
上
の
影
響
は
。

　
　
　

地
方
交
付
税
な
ど
の

　
　

交
付
金
は
使
途
が
特

定
さ
れ
な
い
一
般
財
源
で
す
。

こ
れ
ら
の
歳
入
の
減
少
は
、

町
が
自
由
に
使
え
る
財
源
が

減
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お

り
、
普
通
建
設
事
業
な
ど
の

財
源
が
減
少
す
る
こ
と
等
今

後
の
財
政
運
営
に
大
き
な
影

響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
行
政
需
要
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
税

収
増
を
は
じ
め
と
し
た
一
般

財
源
の
確
保
、
財
政
調
整
基

金
の
適
切
な
活
用
な
ど
に
よ

り
財
源
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

自
民
ク
ラ
ブ

窪
田
　
裕
之

　
　
　

平
成
28
年
度
に
も

　
　

様
々
な
施
策
が
行
わ

れ
た
が
、
次
の
施
策
の
評

価
に
つ
い
て
伺
う
。

①�　

地
域
創
生
の
一
環
と

し
て
開
宿
４
０
０
年
を

記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
が
、
そ
の
経

済
効
果
と
評
価
は
。

②�　

昨
年
７
月
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公

共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

が
始
ま
っ
た
こ
と
の
評

価
は
。

　
　
　

①　

宿
場
ま
つ
り

　
　

は
約
３
万
５
千
人

の
来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。
約
２
千
８
０
０
万
円

の
事
業
費
に
対
し
、
約

１
億
３
４
０
０
万
円
の
経

済
効
果
が
あ
っ
た
と
推
定

し
ま
す
。

　

②　

全
予
約
の
約
39
％

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
予
約
が
行
わ
れ
て
お
り
、

十
分
浸
透
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ま
す
。　
　
　
　

是
　
新

大
橋
　
芳
久

きれいになったトイレ

一般会計決算

交
付
金
減
少
の
影
響
は

�

税
収
増
な
ど
財
源
確
保
に
努
め
ま
す

開
宿
４
０
０
年
の
経
済
効
果
は�

�

約
１
億
３
４
０
０
万
円
と
推
定
す
る

6010万円
一
般
会
計
決
算
総
括
質
疑



3 こんにちは杉戸議会です　第97号

広くなった道路

　
　
　

平
成
28
年
度
の
財
政

　
　

状
況
と
そ
の
評
価
は
。

　
　
　

財
政
調
整
基
金
の
残

　
　

高
は
９
億
６
７
０
４
万

円
で
、
そ
の
基
金
比
率
は

11
・
５
％
で
あ
り
妥
当
な
範

囲
、
公
共
施
設
改
修
基
金
残

高
３
億
９
９
６
万
円
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
積
立
額
が
十
分

で
は
な
い
。

　

町
債
残
高
は
２
億
５
６
７

万
円
、
債
務
負
担
も
減
少
さ

せ
た
。
将
来
世
代
へ
の
負
担

を
軽
減
で
き
た
と
評
価
し
て

　
　
　

将
来
負
担
比
率
平

　
　

成
27
年
度
15
・
4
％
、

平
成
28
年
度
9.6
％
と
な
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
に
町
は

評
価
す
る
の
か
。

　
　
　

前
年
度
か
ら
5.8
ポ

　
　

イ
ン
ト
低
下
し
て
お

り
、
平
成
27
年
度
の
県
平

均
24
・
3
％
と
概
ね
健
全

な
財
政
運
営
と
評
価
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

将
来
負
担
比
率
が

　
　

低
い
の
は
、
将
来
の

い
る
。

　
　
　

財
政
状
況
は
健
全
で

　
　

あ
り
、
エ
ア
コ
ン
の
設

置
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

拡
大
な
ど
他
市
町
と
遜
色
の

な
い
行
財
政
運
営
が
出
来
る

の
で
は
。

　
　
　

町
債
等
の
負
担
は
大

　
　

き
く
減
少
さ
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
基
金
を
取
り
崩
し

て
や
り
く
り
を
し
て
い
る
状

況
で
す
。

子
ど
も
達
へ
の
借
金
が
少

な
く
て
良
い
が
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い

か
。

　
　
　

今
後
の
人
口
減
少

　
　

社
会
を
考
慮
し
、
町

の
人
口
や
税
収
の
動
き
を

見
極
め
な
が
ら
将
来
の
負

担
を
極
力
減
ら
し
て
い
く

財
政
運
営
を
進
め
て
行
き

ま
す
。
中
長
期
的
な
視
点

で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

日
本
共
産
党

阿
部
　
啓
子

公
明
党

伊
藤
　
美
佐
子

● 日光街道「杉戸宿」400 年関連事業

● すぎと幼稚園、すぎと保育園複合施設開園
　
● 小中学校の図書室にエアコン設置工事

● 杉戸小学校、トイレ改修工事

●  杉戸屏風深輪産業団地の整備

●  大島交差点〜東埼玉総合病院までの
道路拡幅工事（町道Ⅰ級５号線）

● 南側水路の護岸改修工事（下野、堤根地内）

● 2m 〜 15m の橋りょう点検事業

● 公共施設予約システムの導入

● 保健センター改修工事

●  「アグリパークゆめすぎと」地域情報・
魅力発信強化事業

2748 万円

2503 万円

2215 万円

5585 万円

1823 万円

1 億 1563 万円

3229 万円

3051 万円

261 万円

3723 万円

529 万円

収入（歳入）　
支出（歳出）　
差引額　
翌年度繰越額
実質収支

129億8096万円
125億　936万円
4億7159万円
1億1149万円
3億6010万円

主な重点事業

平成28年度
歳入・歳出

（千円以下は切り捨て）

一般会計決算

財
政
は
他
市
町
と
遜そ

ん

色し
ょ
く

な
い
の
で
は

�

基
金
を
取
り
崩
し
て
運
営

町
の
将
来
負
担
率
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
健
全
か

�

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
財
政
運
営
に
努
め
ま
す

3億どうみた
平成28年度一般会計決算

賛成…11・反対…3…で認定

実質
収支
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初
心
者
講
習
の
受
講

　
　

人
数
は
。
ま
た
、
初
心

者
講
習
の
回
数
を
増
や
す
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

平
成
28
年
度
は
１
３

　
　

５
人
が
受
講
し
て
い
ま

す
。
講
習
会
の
回
数
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

等
と
相
談
し
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
特
別
委
員
会
（
委
員
長
は
勝
岡
敏
至
副
議
長
が
務
め
、
議
長
、
監
査

委
員
以
外
全
議
員
が
参
加
）
で
一
般
会
計
決
算
を
９
月
11
日
、
12
日
、

13
日
、
15
日
の
４
日
間
に
わ
た
り
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
会
議
で
の
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

　
　

交
付
状
況
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
末
で
、

　
　

申
請
数
が
５
８
９
５

人
、
交
付
数
が
４
５
９
２

枚
で
す
。
交
付
率
は
10
・

7
％
で
、
県
内
で
は
上
か

ら
８
番
目
で
す
。

　
　
　

平
成
28
年
７
月
に
開

　
　

始
し
た
公
共
施
設
予
約

シ
ス
テ
ム
の
評
価
は
。

　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　

の
予
約
率
も
39
％
と

な
っ
て
お
り
、
大
き
な
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
　

へ
の
切
り
替
え
の
進
捗

状
況
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
に
５
３

　
　

６
基
設
置
し
ま
し
た
。

延
べ
１
２
５
６
基
で
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
率
は
32
・
1
％
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
に
設

　
　

置
し
た
電
気
自
動
車
急

速
充
電
器
の
利
用
状
況
は
。

　
　
　

平
成
27
年
１
月
の
供

　
　

用
開
始
後
８
７
４
回
の

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
月
平

均
27
回
の
利
用
と
な
っ
て
い

ま
す
。

�������v

　
　
　

情
報
案
内
タ
ッ
チ
パ

　
　

ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
が
、

情
報
が
更
新
さ
れ
て
い
な
い
。

情
報
を
更
新
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
に
も

　
　

提
案
が
あ
っ
た
こ
と
を

伝
え
て
、
利
用
者
の
方
が
飽

き
な
い
形
で
進
め
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

リ
バ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

電
気
自
動
車

�

急
速
充
電
器

主
な
質
疑

一般会計決算

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

ア
グ
リ
パ
ー
ク
魅
力
発
信

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

マイナンバーの見本

予約システムのカード

LED 防犯灯

急速充電器

情報案内タッチパネル

￥
￥￥

￥
￥￥

みんなの税金
どう使われた！？

み  ほ  ん
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ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　
　

が
過
去
３
年
間
利
用

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

利
用
を
見
直
す
と
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
検
討

を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

草
案
の
作
成
や
地

　
　

元
の
意
向
聴
取
な
ど

も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
　

町
外
の
大
型
店
で

　
　

指
定
ゴ
ミ
袋
を
購
入

で
き
な
い
か
。

　
　
　

ご
み
袋
販
売
店
に
、

　
　

１
枚
当
た
り
２
円
の

販
売
交
付
金
を
交
付
し
て

い
る
の
で
、
町
外
で
の
販

売
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

多
目
的
広
場
の
利

　
　

用
状
況
は
。

　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

　
　

ル
フ
の
３
団
体
が
84

件
利
用
し
て
い
ま
す
。
利

用
状
況
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

観
光
案
内
拠
点
の

　

��
運
営
は
ど
う
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
観
光

案
内
所
の
案
内
板
を
充
実

さ
せ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

２
人
を
常
駐
さ
せ

　
　

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

休
日
に
は
で
き
る
範
囲
で

杉
戸
宿
案
内
人
の
方
に
も

常
駐
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

案
内
板
の
設
置
は
、
有

料
に
な
る
場
所
も
あ
る
の

で
、
今
後
も
協
議
を
続
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

杉
戸
宿
案
内
人
の

　
　

会
は
何
人
い
て
、
杉

戸
宿
め
ぐ
り
の
参
加
者
は

何
人
か
。

　
　
　

平
成
28
年
度
は
13

　
　

人
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
杉
戸

宿
め
ぐ
り
を
45
回
行
い
、

７
４
９
人
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　
　
　

開
園
か
ら
１
年
が

　
　

経
過
し
た
が
、
問
題

点
は
。

　
　
　

外
構
工
事
の
遅
れ

　
　

に
よ
る
園
庭
の
使
用

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

が
、
保
護
者
の
ご
理
解
と

ご
協
力
も
あ
り
大
き
な
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　

学
校
ト
イ
レ
の
改

　
　

修
と
エ
ア
コ
ン
設
置

の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

学
校
の
ト
イ
レ
の

　
　

洋
式
化
は
平
成
28
年
、

29
年
度
に
杉
小
で
実
施
し

ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
は
平
成
27
年

度
に
図
書
室
に
設
置
す

る
設
計
業
務
を
行
い
、
平

成
28
年
度
に
図
書
室
へ
の

設
置
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
音
楽
室
へ
設
置

す
る
設
計
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　

教
職
員
へ
の
パ
ソ

　
　

コ
ン
の
整
備
状
況
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
で
は
、

　
　

各
校
に
２
台
ず
つ
整

備
し
ま
し
た
。

　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　
　

の
利
用
状
況
は
。

　
　
　

地
元
の
方
の
地
域

　
　

活
性
化
と
い
う
こ

と
で
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
が
10

月
か
ら
３
月
ま
で
計
６
回
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
テ
ン

ト
の
設
営
に
よ
る
宿
泊
が

７
月
と
12
月
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

日
本
共
産
党

石
川
　
敏
子

①�　

高
齢
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
切
り
捨
て
で
す
。

寝
た
き
り
老
人
手
当
を
廃

止
し
、
高
齢
者
福
祉
費
に

お
け
る
扶
助
費
は
た
っ
た

の
８
３
８
０
円
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

②�　

子
育
て
支
援
の
問
題
で

す
。
普
通
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
や
待
機
児
解
消

な
ど
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。

③�　

地
域
経
済
の
問
題
で
す
。

継
続
し
て
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
施
策
が
ほ
と

ん
ど
な
い
こ
と
で
す
。

討
論

反
対
です

是
　
新大

橋
　
芳
久

　

賛
成
す
る
主
な
理
由
は
、

「
地
域
創
生
」
の
他
に
も
重

点
取
組
み
目
標
で
あ
る
「
子

育
て
」「
健
康
」「
安
心
・
安
全
」

「
環
境
」
の
５
本
柱
に
、
町

民
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
当
町
で
は
経
常
収

支
比
率
が
94
％
と
な
り
、
財

政
の
硬
直
化
が
一
段
と
進
み
、

財
源
の
確
保
が
ま
す
ま
す
必

要
不
可
欠
で
す
。
引
き
続
き

「
町
民
の
福
祉
向
上
」
を
目

指
す
た
め
の
努
力
と
奮
闘
を

強
く
期
待
し
ま
す
。

討
論

賛
成
です

公
明
党平

川
　
忠
良

　

平
成
28
年
度
は
町
税
が

0.2
％
増
、
実
質
単
年
度
収
支

が
５
年
連
続
赤
字
と
な
り
ま

し
た
。
将
来
負
担
比
率
は

9.6
％
で
、
将
来
世
代
へ
の
負

担
軽
減
が
図
ら
れ
た
こ
と
は

評
価
し
ま
す
。

　

杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
事

業
で
１
億
３
４
０
０
万
円
の

経
済
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
や

杉
戸
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
な
ど
子
育
て
環
境
の
充

実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
武
動
物
公
園
駅
東
口
通

り
線
整
備
が
前
進
す
る
な
ど

期
待
し
ま
す
。

討
論

賛
成
です

学
校
ト
イ
レ
の
改
修
と

�

エ
ア
コ
ン
設
置

一般会計決算

杉
戸
宿
の
Ｐ
Ｒ

す
ぎ
と
幼
稚
園
・
保
育
園

教
職
員
用
パ
ソ
コ
ン

エ
コ
・
ス
ポ
い
ず
み

西
近
隣
公
園

ゴ
ミ
袋
の
購
入

ドッグランの様子
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料
金
改
定
に
よ
り
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
債
も
減
少

さ
せ
る
な
ど
健
全
化
へ
向

け
努
力
し
て
い
る
こ
と
も

評
価
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
は
依
然
厳

し
い
環
境
が
続
い
て
い
る

中
、
老
朽
化
が
進
む
施
設

の
更
新
等
、
先
手
を
打
っ

た
工
事
で
あ
っ
た
と
評
価

し
ま
す
。

　

ま
た
、
約
12
億
円
あ
る

現
金
預
金
を
抱
え
て
い
ま

す
が
借
入
金
の
返
済
な
ど

効
率
的
な
運
用
を
す
す
め

る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　
　
　

前
年
度
に
比
べ
純
利

　
　

益
が
下
が
っ
た
要
因
は
。

　
　
　

減
価
償
却
費
の
増
お

　
　

よ
び
料
金
会
計
シ
ス
テ

ム
更
新
料
の
増
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
　
　

口
径
別
加
入
金
は
県

　
　

内
で
高
い
ほ
う
か
ら
何

番
目
か
。

　
　
　

口
径
13
ミ
リ
で
４
番

　
　

目
、
口
径
20
ミ
リ
で
４

番
目
で
す
。

　
　
　

豊
岡
地
区
の
水
洗
化

　
　

率
は
88
・
3
％
だ
が
そ

の
要
因
は
。

　
　
　

接
続
に
か
か
る
費
用

　
　

や
建
て
替
え
時
を
検
討

し
て
い
る
な
ど
様
々
な
要
因

が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
的
に
接
続
を

お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

水
道
使
用
料
の
滞
納

　
　

状
況
お
よ
び
給
水
停
止

件
数
は
。

　
　
　

収
納
率
は
99
・
91
％

　
　

未
納
額
は
77
万
９
６
１

円
、
給
水
停
止
件
数
は
２
０

０
件
で
す
。

　
　
　

水
道
料
金
は
県
内
で

　
　

高
い
ほ
う
か
ら
何
番
目

か
。

　
　
　

口
径
13
ミ
リ
で
は
16

　
　

番
目
で
す
。

　
　
　

町
全
体
の
水
洗
化
普

　
　

及
率
が
67
・
94
％
だ
が

今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
　

平
成
29
年
〜
31
年
度

　
　

に
内
田
４
丁
目
地
内
、

平
成
32
年
〜
33
年
度
に
む
さ

し
堤
団
地
に
整
備
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

賛
成
11
反
対
３
で
認
定

賛
成
11
反
対
３
で
認
定

賛
成
です

賛
成
です

反
対
です

反
対
です

日
本
共
産
党

　
　
森
山
　
哲
夫

日
本
共
産
党

　
　
森
山
　
哲
夫

是
　
新

　
　
大
橋
　
芳
久

是
　
新

　
　
大
橋
　
芳
久

　

使
用
料
の
値
上
げ
に
よ

り
１
世
帯
当
た
り
２
０
４

４
円
の
負
担
増
と
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
負
担
増

は
断
じ
て
認
め
ら
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

反
対
す
る
理
由
は
、
依

然
と
し
て
高
額
な
加
入
金

を
町
民
に
負
担
さ
せ
て
い

る
と
い
う
点
で
す
。

　

財
源
は
あ
る
の
で
す
か

ら
高
す
ぎ
る
加
入
金
は
早

急
に
引
き
下
げ
て
町
民
負

担
の
削
減
を
図
り
、
定
住

促
進
に
つ
な
げ
る
べ
き
で

す
。

討
論

討
論

討
論

討
論

特別・企業会計決算

主
な
質
疑

主
な
質
疑

　
　
　

１
人
当
た
り
の
保

　
　

険
料
は
前
年
度
と
比

較
し
て
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
　

平
成
27
年
度
の
１

　
　

人
当
た
り
保
険
料
は

６
万
２
２
６
１
円
、
平
成

28
年
度
は
６
万
２
４
９
４

円
と
な
り
、
２
３
３
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

特
別
対
策
に
お
け

　
　

る
対
象
者
の
割
合
は
。

　
　
　

平
成
28
年
度
保
険

　
　

料
軽
減
の
対
象
者
５

６
６
５
人
の
う
ち
３
４
０

７
人
で
60
・
１
％
が
軽
減

を
受
け
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

後
期
高
齢
者

医　
　
　
療

水　
　
　
　
道

公�

共�

下�

水�
道

特別・企業会計の決算はどうなった?
9月15日に各会計ごとに徹底審査し、27日に本会議で認定しました。

賛
成
11
反
対
３
で
認
定

特
別
対
策
の
縮
小
に
は
反
対

と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
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収
納
率
が
年
々
上
昇

　
　

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
に
よ
る
も
の

か
。

　
　
　

滞
納
繰
越
分
に
つ
い

　
　

て
は
可
能
な
方
で
あ
れ

ば
差
押
え
を
行
い
、
限
年
度

分
は
滞
納
す
る
前
に
早
め
に

納
税
勧
奨
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
徴
収
事
務
指
導
員

の
助
言
に
よ
る
困
難
事
例
の

解
決
や
公
売
の
実
施
に
よ
り

収
納
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

訪
問
指
導
員
の
仕
事

　
　

の
内
容
は
。

　
　
　

重
複
受
診
、
頻
回
受

　
　

診
、
重
複
服
薬
者
の
方

を
対
象
に
訪
問
し
、
実
態
を

把
握
し
な
が
ら
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

認
知
症
の
方
と
そ
の

　
　

ご
家
族
、
地
域
住
民
、

専
門
職
等
の
誰
も
が
参
加
で

き
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
、

介
護
者
の
負
担
軽
減
、
地
域

住
民
の
認
知
症
理
解
の
促
進

を
目
的
に
設
置
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
開
催
状
況

は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
自

治
会
館
で
12
回
、
ウ
エ
ル
シ

ア
薬
局
杉
戸
倉
松
店
で
5
回

開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　

介
護
給
付
費
準
備
基

　
　

金
積
立
金
が
増
加
し
て

い
る
が
、
速
や
か
に
保
険
料

を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

計
画
期
間
途
中
で
の

　
　

保
険
料
変
更
は
混
乱

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
引
き

下
げ
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
超
過
収
入
分
は
、

時
期
保
険
料
の
財
源
と
し
て

充
当
し
上
昇
緩
和
の
た
め
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

65
歳
以
上
の
人
口
は

　
　

増
え
て
い
る
の
に
介

護
認
定
者
数
は
見
込
み
よ
り

１
０
０
人
以
上
少
な
く
、
認

定
率
も
見
込
み
は
14
％
に
対

し
て
実
績
値
は
12
・
7
％
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
見
て

い
る
か
。

　
　
　

健
康
で
要
介
護
認
定

　
　

を
必
要
と
す
る
方
が
少

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
高

齢
者
サ
ロ
ン
や
各
種
体
操
な

ど
の
介
護
予
防
事
業
の
成
果

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　
　

ム
の
待
機
者
数
と
新
規

開
設
の
見
通
し
は
。

　
　
　

待
機
者
数
は
平
成
29

　
　

年
４
月
１
日
現
在
39
名

で
す
。

　

ま
た
、
新
規
開
設
の
見
通

し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

認
知
症
カ
フ
ェ
が
２

　
　

か
所
で
開
催
さ
れ
た
と

あ
る
が
、
内
容
は
。

　
　
　

人
間
ド
ッ
ク
に
３
万

　
　

円
の
補
助
が
出
て
い
る

が（
総
合
健
診
補
助
金
）も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　

基
本
的
に
特
定
検
診

　
　

の
受
診
を
優
先
し
て
い

ま
す
が
、
人
間
ド
ッ
ク
の
周

知
は
受
診
券
を
発
送
し
た
時

に
案
内
と
し
て
同
封
し
て
い

ま
す
。

　
　
　

特
定
検
診
未
受
診
者

　
　

勧
奨
業
務
委
託
の
内
容

と
成
果
は
。

　
　
　

特
定
検
診
の
受
診
率

　
　

向
上
を
目
的
に
、
未
受

診
者
に
対
し
郵
送
、
電
話
で

の
受
診
の
勧
奨
等
を
業
務
委

託
し
た
も
の
で
す
。

　

対
象
者
４
４
０
０
名
の
中

か
ら
受
診
に
つ
な
が
っ
た

方
は
１
０
１
９
名
、
受
診
率

23
％
と
な
り
、
一
定
の
効
果

が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

賛
成
11
反
対
３
で
認
定

賛
成
11
反
対
３
で
認
定

特別会計決算

主
な
質
疑

主
な
質
疑

国�

民�

健�

康�

保�

険

介　
護　
保　
険

賛
成
です

反
対
です

日
本
共
産
党

　
　
森
山
　
哲
夫

公
明
党

　
　
平
川
　
忠
良

　

依
然
と
し
て
加
入
者
の
担

税
力
を
無
視
し
た
高
額
な
国

保
税
に
よ
り
、
加
入
者
が
苦

し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

落
ち
込
ん
だ
国
庫
支
出
金

の
増
額
を
求
め
て
い
く
こ
と

や
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
も
全
県
的
な
水
準
に
増

額
す
る
な
ど
加
入
者
が
支
払

え
る
国
保
税
に
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
税
収
が
減
少
す
る
中
、

保
険
給
付
費
支
払
基
金
の
全
額

取
り
崩
し
や
、
一
般
会
計
よ
り

多
額
な
繰
り
入
れ
を
実
施
す
る

な
ど
、
財
源
確
保
に
努
力
し
た

こ
と
は
評
価
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
検
診
の
受
診
率

向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
評
価

す
る
と
と
も
に
引
き
続
き
目
標

値
60
％
に
近
づ
け
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。

討
論

討
論

賛
成
です

反
対
です

日
本
共
産
党

　
　
阿
部
　
啓
子

公
明
党

　
　
平
川
　
忠
良

　

介
護
保
険
に
は
介
護
給
付

費
準
備
基
金
が
２
０
１
６
年

度
だ
け
で
も
１
億
３
８
０
２

万
円
積
み
立
て
ら
れ
、
総
額

は
４
億
１
２
２
６
万
円
に
も

達
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
１

人
１
万
円
の
引
き
下
げ
が
で

き
る
規
模
で
す
。

　

介
護
保
険
料
の
余
剰
金
は

高
齢
者
に
返
し
、
速
や
か
に

引
き
下
げ
を
実
施
す
る
よ
う

強
く
求
め
ま
す
。

　

認
知
症
対
策
と
し
て
の
各
種

事
業
や
、
体
操
教
室
、
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
な
ど
の
事
業
を

積
極
的
に
展
開
し
、
多
く
の
高

齢
者
の
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
大
変

評
価
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
は
保

険
料
の
上
昇
緩
和
の
た
め
に
活

用
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

討
論

討
論
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施
設
の
維
持
管
理
は

　
　

都
市
施
設
整
備
課
、
鍵

の
受
け
渡
し
、
予
約
に
関
し

て
は
社
会
教
育
課
が
対
応
し

ま
す
。

　
　
　

生
ご
み
処
理
容
器
購

　
　

入
費
補
助
金
追
加
に
よ

る
普
及
数
と
生
ご
み
の
減
量

は
。

　
　
　

当
初
予
算
分
と
今
回

　
　

の
追
加
補
正
分
を
合
わ

せ
て
、
今
年
度
24
基
の
生
ご

み
処
理
容
器
の
普
及
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
補
助
事
業
は
、
環
境

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、「
ご

み
の
減
量
化
」
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

補正・条例

　

補
正
額
は
２
２
２
３
万
円
を
追
加
し
、
総
額
は
１
１
８
億
３
９
５
３
万
１

０
０
０
円
で
す

　
補
正
額
は
２
億
８
０
３
１
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
67
億
９
６
５
万
２
千

円
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
補
正
予
算

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

今
回
購
入
す
る
券
売
機
と
置

き
換
え
ま
す
。

　

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
は
砂

入
り
人
工
芝
コ
ー
ト
の
た
め
、

利
用
者
の
方
に
コ
ー
ト
を
整

備
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ブ

ラ
シ
を
購
入
し
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
２
面
あ
る
フ
ッ
ト

サ
ル
コ
ー
ト
の
中
心
を
仕
切

る
た
め
に
ネ
ッ
ト
を
購
入
し

ま
す
。

し
て
支
払
い
ま
す
。

　

町
が
県
に
納
付
す
る
国
保

事
業
費
納
付
金
を
支
払
う
た

め
の
資
金
と
し
て
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
、
今
後
条

例
等
を
整
理
し
ま
す
。

め
、
委
託
の
方
が
望
ま
し
い

と
判
断
し
ま
し
た
。

　
　
　

フ
ッ
ト
サ
ル
パ
ー
ク

　
　

と
鍵
の
貸
出
を
行
う
エ

コ
・
ス
ポ
い
ず
み
は
離
れ
て

い
る
。
不
具
合
や
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
た
時
の
対
応
は
。

　
　
　

屏
風
フ
ッ
ト
サ
ル

　
　

パ
ー
ク
の
備
品
購
入
の

内
容
は
。

　
　
　

料
金
の
収
受
や
鍵
の

　
　

貸
出
の
た
め
に
エ
コ
・

ス
ポ
い
ず
み
に
設
置
の
券
売

機
が
老
朽
化
と
同
時
に
、
ボ

タ
ン
の
増
設
が
難
し
い
た
め
、

　
　
　

保
険
給
付
費
支
払
基

　
　

金
の
今
後
の
活
用
と
現

時
点
で
の
見
通
し
は
。

　
　
　

平
成
30
年
度
以
降
は

　
　

広
域
化
に
よ
り
保
険
給

付
費
の
支
払
い
は
県
が
一
括

　
　
　

他
の
都
市
公
園
と
異

　
　

な
り
、
指
定
管
理
者
制

度
を
と
ら
ず
委
託
業
務
と
し

た
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
　
　

屏
風
フ
ッ
ト
サ
ル

　
　

パ
ー
ク
は
管
理
棟
が
な

く
、
ま
た
管
理
対
象
が
フ
ッ

ト
サ
ル
コ
ー
ト
単
体
の
た

屏
風
フ
ッ
ト
サ
ル
パ
ー
ク

基
金
積
立
金

生
ゴ
ミ
減
量

屏風フットサルパーク

110908  

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

国民健康保険
被保険者証
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補正・人事

　
　
　

介
護
給
付
費
準
備
基

　
　

金
積
立
金
８
５
２
６
万

７
千
円
の
内
容
は
。

　
　
　

介
護
給
付
費
準
備
基

　
　

金
積
立
金
の
補
正
額
８

５
２
６
万
７
千
円
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
の
歳
入
歳

出
差
引
額
１
億
７
７
２
２
万

円
か
ら
翌
年
度
に
精
算
金
と

し
て
支
出
す
る
１
億
４
１
９

万
７
千
円
を
除
い
た
額
で
あ

る
７
３
０
２
万
３
千
円
、
お

よ
び
財
政
調
整
交
付
金
の
追

加
に
よ
り
生
じ
る
保
険
料
の

余
剰
分
１
２
２
４
万
４
千
円

を
積
立
て
る
も
の
で
す
。

　
　
　

２
０
１
７
年
度
（
平

　
　

成
29
年
度
）
の
介
護

給
付
費
準
備
基
金
積
立
額

は
１
億
３
３
４
７
万
８
千

円
に
増
え
、
基
金
総
額
は

５
億
４
５
７
４
万
円
に
な
る

が
、
１
人
あ
た
り
の
基
金
額

は
。

　
　
　

今
補
正
に
よ
る
基
金

　
　

積
立
金
１
億
３
３
４
７

万
８
千
円
の
増
額
補
正
に
よ

り
、
基
金
総
額
は
５
億
４
５

７
４
万
円
で
す
。
ま
た
、
本

年
９
月
１
日
現
在
の
第
一
号

被
保
険
者
数
は
１
万
３
８
０

０
人
で
す
。

　

基
金
積
立
額
は
第
一
号
被

保
険
者
１
人
あ
た
り
３
万
９

５
４
６
円
で
す
。

　
介
護
保
険
は
補
正
額
１
億
８
９
８
０
万
２
千
円
を
追
加
し
総
額
30
億
３
９
５
７

万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
積
立
金
は
５
億
４
５
７
４
万
円
で
す
。
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
と
い
う

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
補
正
予
算

主
な
質
疑

賛
成
11
反
対
３
で
可
決

２
５
万
円
に
対
し
、
０
・
71

％
と
な
る
も
の
で
す
。

　
　
　

追
加
支
払
基
金
交
付

　
　

金
は
、
償
還
で
は
な
く

て
な
ぜ
追
加
交
付
な
の
か
。

　
　
　

平
成
28
年
度
決
算
確

　
　

定
に
よ
る
精
算
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
・
町
分
が

返
還
の
と
こ
ろ
、
支
払
い
基

金
交
付
金
の
み
33
万
９
千
円

の
追
加
交
付
と
な
る
理
由
は
、

平
成
28
年
度
の
支
払
い
基
金

交
付
金
の
交
付
額
が
、
平
成

27
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

過
去
の
低
い
交
付
実
績
額
を

基
に
算
出
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
　
　

国
庫
補
助
金
、
財
政

　
　

調
整
交
付
金
が
増
額
と

な
る
理
由
は
。
給
付
費
の
何

％
の
交
付
に
な
る
の
か
。

　
　
　

財
政
調
整
交
付
金
は

　
　

当
初
予
算
作
成
時
に
お

い
て
金
額
が
未
定
で
あ
り
平

成
28
年
度
内
示
額
を
平
成
29

年
年
度
当
初
予
算
額
と
し
た

も
の
で
す
。

　

今
年
度
に
入
り
、
国
か
ら

の
１
６
７
５
万
２
千
円
の
内

示
を
受
け
、
差
額
１
２
２
４

万
４
千
円
を
増
額
補
正
す
る

も
の
で
す
。

　

財
政
調
整
交
付
金
の
交
付

割
合
は
、
調
整
交
付
金
を
算

出
す
る
際
に
使
用
す
る
調
整

基
準
標
準
給
付
費
25
億
８
４

人　

事

教
育
委
員
会
委
員

　
橋
本
　
正
通
氏 

　
　
　
　
　
　（
再
任
）

追
加
支
払
基
金
交
付
金

積
立
金
の
内
容
は

給
付
費
準
備
基
金
積
立
金

国
庫
補
助
金
財
政

�

調
整
交
付
金
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問　

幼
稚
園
、
小
中
学
校
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
方
針
の
計

画
お
よ
び
平
成
30
年
度
設
計
、

平
成
31
年
度
設
置
の
考
え
は
。

答　

町
長　

す
ぎ
と
幼
稚

園
・
保
育
園
は
、
す
で
に
全

保
育
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

済
で
す
。
中
央
幼
稚
園
は
、

平
成
30
年
度
の
改
築
時
に
全

保
育
室
へ
設
置
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
普

通
教
室
は
、
平
成
30
年
度
に

設
計
に
着
手
し
ま
す
。
設
置

時
期
は
明
言
で
き
ま
せ
ん
が
、

早
期
設
置
に
向
け
鋭
意
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

問　

小
中
学
校
は
平
成
31
年

度
に
設
計
を
行
う
計
画
だ
っ

た
。
急
き
ょ
前
倒
し
に
な
っ

た
理
由
は
。

答　

町
長　

杉
小
・
杉
中
の

ト
イ
レ
整
備
等
を
優
先
し

て
行
い
、
そ
の
後
エ
ア
コ
ン

設
置
を
進
め
る
考
え
で
し
た
。

し
か
し
、
町
長
選
挙
に
お
い

て
、
早
期
に
設
置
を
求
め
る

町
民
の
思
い
を
う
け
、
で
き

る
限
り
早
め
に
設
計
を
し
な

け
れ
ば
と
決
意
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

問　

平
成
30
年
度
に
設
計
を

行
え
ば
、
平
成
31
年
度
に
は

工
事
着
工
と
予
想
し
ま
す
が
、

着
工
時
期
を
明
ら
か
に
し
な

い
理
由
は
。

答　

副
町
長　

現
在
、
将
来

ど
れ
だ
け
予
算
が
確
保
で
き

る
か
な
ど
勘
案
し
、
予
算
編

成
中
で
す
。
そ
の
た
め
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
申
し
上
げ
ら

れ
る
段
階
に
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
予
算
議
案
を
提
出
す

る
中
で
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

▲　太陽熱を葦
よ し ず

簀でさえぎる暑さ対策

幼
、小
中
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
計
の
前
倒
し
を

町
民
の
思
い
に
応
え
一
年
前
倒
し
で
設
計
し
ま
す

須田恒男議員

　９月定例会の一般質問は、９月４日、

５日、6日に11人の議員が登壇し、福祉、

防災、学校・社会教育、農政、土木、ま

ちづくりなどについて、町の考えをただ

しました。

　その一部の質問と答弁を要約してお知

らせします。

　なお、他の質問内容を知りたい場合に

は、町議会ホームページの「会議録の検

索と閲覧」をご利用下さい。９月定例会

の会議録は、１2月上旬に掲載予定です。
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問　

避
難
所
生
活
の
中
で
は
、

性
被
害
・
性
暴
力
や
Ｄ
Ｖ
等

の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
女
性
に
配
慮
し
た
避
難

所
運
営
に
向
け
て
の
対
策
は
。

答　

住
民
参
加
推
進
課
長　

更
衣
室
や
ト
イ
レ
等
の
設
置

場
所
を
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

注
意
喚
起
や
巡
回
警
備
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
確
保
を
図
る
た
め
、

簡
易
間
仕
切
り
を
購
入
し
ま

し
た
。

問　

着
替
え
や
授
乳
時
に
使

え
る
折
り
た
た
み
式
テ
ン
ト

を
導
入
す
る
考
え
は
。

答　

住
民
参
加
推
進
課
長　

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

お
年
寄
り
や
障
が
い
者

等
に
対
応
で
き
る
多
目
的
ト

イ
レ
を
、
全
て
の
避
難
所
に

設
置
す
る
考
え
は
。

答　

住
民
参
加
推
進
課
長　

財
政
等
、
厳
し
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
検
討
し
ま
す
。

視
覚
障
が
い
者
の
支
援
対
策

問　

視
覚
障
が
い
者
の
み
な

ら
ず
、
発
達
障
が
い
者
や
高

齢
者
に
も
代
筆
、
代
読
は
今

後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
職
員
が
支

援
員
の
講
習
を
受
け
技
術
を

身
に
つ
け
た
上
で
、
住
民
に

寄
り
添
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
べ
き
で
は
。

答　

福
祉
課
長　

提
案
に
つ

い
て
、
課
内
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
ま
た

職
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
総

務
課
と
調
整
・
検
討
を
進
め

ま
す
。
障
害
者
差
別
解
消
法

の
推
進
も
踏
ま
え
、
精
い
っ

ぱ
い
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

避
難
所
に
折
り
た
た
み
式
テ
ン
ト
の
設
置
を

今
後
、
検
討
し
て
い
き
ま
す

▼　避難所用に購入された「簡易間仕切り」

問　

町
長
は
、
町
長
選
挙
の

演
説
会
で
配
布
し
た
資
料
に
、

小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
、

「
来
年
度
着
工
し
ま
す
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。
エ
ア
コ

ン
設
置
の
日
程
を
明
ら
か
に
。

答　

町
長　

資
料
に
記
載
さ

れ
た
「
着
工
」
は
、「
着
手
」

の
間
違
い
で
す
。
し
か
し
、

来
年
度
は
設
計
を
間
違
い
な

く
行
い
、
そ
の
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
教
職
員
な
ど
と
話
し
合
い

な
が
ら
、
早
急
に
や
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

町
長
は
、
来
年
度
は
着

工
で
は
な
く
設
計
と
の
こ
と

だ
が
、
ト
イ
レ
は
３
回
に
分

け
て
設
置
し
て
い
る
。　

　

エ
ア
コ
ン
は
全
教
室
に
一

気
に
設
置
す
る
の
か
、
分
け

て
設
置
す
る
の
か
。

答　

町
長　

一
気
に
つ
け
る

か
ど
う
か
、
現
在
、
教
育
委

員
会
で
検
討
中
で
す
。

問　

町
長
自
身
の
考
え
は
。

答　

町
長　

現
在
、
ど
ん
な

手
法
が
一
番
良
い
の
か
、
ま

た
、
近
隣
は
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
る
の
か
調
査
中
で
す
。

問　

エ
ア
コ
ン
設
置
を
求
め

る
請
願
が
、
議
会
で
趣
旨
採

択
さ
れ
て
か
ら
２
年
が
経
つ
。

い
つ
ま
で
子
ど
も
た
ち
に
我

慢
を
さ
せ
る
の
か
。
来
年
度

に
着
工
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

町
長　

何
が
一
番
良
い

手
法
な
の
か
を
検
討
し
て
い

る
最
中
で
す
。
な
る
べ
く
早

い
時
期
に
設
置
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

▲　いつまで我慢するの

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
来
年
度
に

来
年
度
に
設
計
予
算
を
計
上

伊藤美佐子議員

石川敏子議員

杉小・杉中の教室内の温度調べ
日付（平成29年） 曜日 杉戸小学校

2-1（3階）
杉戸中学校
1-1（4階）

7月1日 土
7月2日 日
7月3日 月 31.8… 30.1…
7月4日 火 31.4… 29.4…
7月5日 水 31.2… 30.8…
7月6日 木 31.2… 29.2…
7月7日 金 32.1… 31.3…
7月8日 土
7月9日 日
7月10日 月 33.3… 32.3…
7月11日 火 33.2… 32.0…
7月12日 水 34.0… 33.3…
7月13日 木 33.0… 32.0…
7月14日 金 33.6… 32.6…
7月15日 土
7月16日 日
7月17日 月 (祝 )
7月18日 火 34.5… 31.5…
7月19日 水 33.8… 30.5…
7月20日 木 34.2… 31.4…
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問　

南
側
水
路
の
整
備
計
画

の
見
直
し
を
図
る
考
え
は
。

答　

都
市
施
設
整
備
課
長　

地
域
ご
と
に
整
備
に
か
か
わ

る
条
件
が
異
な
る
た
め
、
計

画
全
体
を
見
直
す
の
で
は
な

く
、
地
域
ご
と
に
計
画
の
見

直
し
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　

水
路
の
整
備
状
況
は
。

答　

都
市
施
設
整
備
課
長　

水
路
全
体
は
約
9.5
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
あ
り
、
そ
の
う
ち
未
整

備
区
間
は
約
3.8
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
す
。

問　

松
く
い
・
木
柵
に
よ
る

護
岸
整
備
と
し
た
理
由
は
。

答　

都
市
施
設
整
備
課
長　

排
水
路
の
基
本
的
な
機
能
を

確
保
で
き
る
構
造
で
の
整
備

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た

安
価
で
あ
る
た
め
で
す
。

問　

今
後
の
整
備
計
画
は
。

答　

都
市
施
設
整
備
課
長　

堤
根
地
内
の
上か

み

蔵く
ら

久ひ
さ

集
会
所

地
先
に
つ
い
て
、
今
年
度
整

備
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
地
調
査
を
実
施

し
、
秋
ご
ろ
に
周
辺
住
民
を

対
象
と
し
た
整
備
計
画
の
一

部
見
直
し
を
含
め
た
説
明
会

を
行
う
た
め
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

問　

整
備
内
容
は
。　
　
　

答　

都
市
施
設
整
備
課
長　

集
会
所
付
近
約
28
メ
ー
ト
ル

の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

高
低
差
が
あ
る
場
所
の
た
め

コ
ン
ク
リ
ー
ト
柵さ

っ

渠き
ょ

に
よ
る

整
備
と
し
、
実
施
時
期
は
渇

水
期
と
な
る
11
月
以
降
と
考

え
て
い
ま
す
。

▲　今年度整備予定の上蔵久集会所付近の水路

南
側
水
路
の
整
備
計
画
の
見
直
し
は

地
域
ご
と
に
計
画
の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す

介
護
保
険
料
は

問　

介
護
給
付
費
準
備
基
金

に
つ
い
て
、
１
人
当
た
り
の

基
金
積
立
額
は
。

答　

高
齢
介
護
課
長　

平

成
27
年
度
は
２
万
５
７
２
円
、

平
成
28
年
度
は
３
万
１
６
７

円
、
平
成
29
年
度
の
見
込
み

は
３
万
６
２
３
２
円
と
な
り

ま
す
。

問　

基
金
の
増
加
状
況
か
ら

介
護
保
険
料
は
一
人
当
た
り

１
万
円
少
な
い
額
で
運
営
出

来
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

町
長　

第
７
期
介
護
保

険
事
業
に
お
い
て
は
、
あ
る

程
度
の
額
を
取
り
崩
し
、
間

違
い
な
く
介
護
保
険
料
を
引

き
下
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

介
護
予
防
予
算

問　

一
般
介
護
予
防
に
つ
い

て
、
当
初
予
算
額
が
前
年
度

と
比
較
し
約
半
額
と
な
っ
て

い
る
。
介
護
予
防
の
お
か
げ

で
給
付
費
も
減
少
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
し
っ
か
り

と
予
算
を
つ
け
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

高
齢
介
護
課
長　

介
護

予
防
事
業
に
つ
い
て
は
参
加

者
数
が
少
な
く
、
ま
た
要
介

護
の
認
定
率
に
減
少
も
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
個
人
を
見
れ
ば

効
果
は
高
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
町
全
体
の
介
護

予
防
と
し
て
は
費
用
対
効
果

が
非
常
に
悪
い
で
す
。

　

今
後
は
本
人
の
参
加
意
欲

が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点

を
重
点
的
に
、
予
防
教
室
等

交
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
介
護
保
険
料
の
設
定
は

基
金
を
取
り
崩
し
て
、
引
き
下
げ
ま
す

▼　年々増加する基金

阿部啓子議員

平川忠良議員

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

基金単位（億円）

基金単位（億円）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度
(見込み)

高齢者一人当たりの
基金額単位（万円）折れ線グラフ

棒グラフ
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問　

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

町
長
は
７
月
末
に
行
わ
れ
た

記
者
会
見
の
な
か
で
、「
中

央
公
民
館
再
整
備
も
見
据
え

て
周
辺
の
一
体
開
発
を
進
め

た
い
」「
今
年
度
中
に
は
方

針
を
決
め
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
す
が
、
中
央
公
民
館
の

「
再
整
備
」
や
周
辺
の
「
一

体
開
発
」
と
は
い
っ
た
い
ど

う
い
っ
た
も
の
な
の
か
。

答　

町
長　

こ
れ
は
、
将
来

の
私
の
「
夢
」「
想
い
」
と

し
て
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、

行
政
と
し
て
、
ま
だ
何
も
決

ま
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
具
体
化
し
て
い

る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

単
な
る
夢
話
を
、
記
者
会
見

と
い
う
公
の
場
で
語
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
。

答　

町
長　

夢
と
い
う
の

は
誰
で
も
描
か
な
い
で
す
か
。

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
も
の

を
表
に
出
し
て
、
議
会
に
説

明
不
足
と
は
言
わ
れ
た
く
な

い
と
思
い
ま
す
。

問　

こ
の
新
聞
記
事
を
見
た

町
民
は
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
と
思
う
か
。
町
長
は
訂
正

と
い
う
か
、
何
ら
か
の
対
応

を
と
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　

町
長　

記
者
会
見
の
な

か
で
、「
早
く
や
り
た
い
の

で
す
か
」「
早
く
や
り
た
い

ね
、
夢
だ
か
ら
ね
」
と
。「
今

年
度
中
に
で
き
る
の
で
す

か
」「
や
れ
ば
で
き
る
け
れ

ど
も
、
難
し
い
か
も
ね
」
と

い
う
や
り
取
り
が
あ
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
周
辺
の「
一
体
開
発
」と
は

こ
れ
は
、
私
の
「
夢
」
で
す

▼　中央公民館周辺

問　

昨
年
道
路
に
愛
称
を
つ

け
る
こ
と
を
提
案
し
た
と
こ

ろ
、「
先
進
事
例
を
調
査
研

究
す
る
」
と
い
う
答
弁
だ
っ

た
が
、
そ
の
結
果
は
。

答　

都
市
施
設
整
備
課
長
　

記
念
事
業
に
併
せ
て
の
実
施

が
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
の

検
討
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

問　

開
宿
四
百
年
を
記
念
し

て
道
路
に
愛
称
を
つ
け
て
は
。

答　

都
市
施
設
整
備
課
長　

日
光
街
道
杉
戸
宿
の
メ
ー
ン

通
り
は
県
道
で
あ
り
、
ま
た

「
日
光
街
道
」
と
い
う
名
称

で
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
今
後
は
地
域
の
意
向
等

を
注
視
し
、
要
望
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

町
民
の
関
心
を
高
め
る

た
め
に
も
、
あ
っ
た
ら
い
い

な
と
思
う
こ
と
に
応
え
る
必

要
が
あ
る
。
要
望
が
な
け
れ

ば
必
要
が
な
い
と
い
う
の
は

残
念
な
気
が
す
る
が
。

答　

都
市
施
設
整
備
課
長　

そ
の
愛
称
が
根
づ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
地
域
の
意
向
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
意
向
の
調

査
方
法
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

観
光
面
か
ら
は
ど
う
考

え
る
か
。

答　

商
工
観
光
課
長　

道
路

に
愛
称
が
あ
る
の
は
プ
ラ
ス

に
な
る
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問　

道
路
の
通
称
を
広
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

都
市
施
設
整
備
課
長　

今
後
調
査
研
究
し
ま
す
。

▲　築道陸橋よりも「パンダ橋」の方がわかりやすい

道
路
に
愛
称
を

地
元
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

森山哲夫議員

大橋芳久議員
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問　

今
夏
の
天
候
不
順
に
よ

る
農
作
物
へ
の
影
響
は
。

答　

農
業
振
興
課
長　

成
長

期
に
降
水
量
が
少
な
く
、
成

熟
期
の
雨
と
日
照
不
足
が
影

響
し
、
収
穫
量
に
若
干
の
減

収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

問　

今
後
起
こ
り
得
る
異
常

気
象
へ
の
対
応
は
。

答　

農
業
振
興
課
長　

被
害

の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
事
前
対
策
、
お
よ
び
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
病

害
虫
防
除
等
の
事
後
対
策
を

徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。

問　
「
も
う
か
る
農
業
」
担

い
手
を
育
成
す
る
に
は
。

答　

農
業
振
興
課
長　

農
地

中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た

農
地
の
集
積
お
よ
び
集
約
を

加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
稲

作
に
つ
い
て
は
、
大
型
の
農

業
機
械
を
活
用
で
き
る
よ
う

区
画
拡
大
な
ど
の
圃
場
整
備

を
行
い
、
効
率
化
を
図
る
こ

と
や
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥

料
栽
培
の
米
の
拡
大
を
促
し
、

付
加
価
値
型
の
農
業
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
野
菜

栽
培
に
つ
い
て
は
、
消
費
地

に
近
い
立
地
条
件
を
生
か
し
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
産
地
の

形
成
や
、
６
次
産
業
化
を
進

め
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
若
手
農
業
者
の
感
性

や
視
点
か
ら
の
商
品
開
発
や

販
路
拡
大
へ
の
取
り
組
み
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光

と
連
携
し
た
体
験
型
の
農
業

推
進
な
ど
も
大
切
で
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
行
う
こ
と
が
実

現
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

▲　町の4割強を占める農地

「
も
う
か
る
農
業
」担
い
手
を
育
成
す
る
に
は

効
率
化
と
付
加
価
値
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
大
切

問　

平
成
28
年
度
消
防
年
報

に
よ
る
と
、
杉
戸
町
は
人

口
４
万
５
４
５
９
人
に
対
し
、

備
蓄
食
料
は
４
万
８
７
３
３

食
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
後

の
増
減
等
の
動
向
は
。

答　

住
民
参
加
推
進
課
長　

災
害
時
食
料
計
画
に
基
づ
き
、

毎
年
更
新
お
よ
び
購
入
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間

企
業
等
と
、
備
蓄
食
料
等
の

提
供
を
受
け
る
た
め
の
災
害

協
定
も
締
結
し
ま
し
た
。

問　

県
は
各
家
庭
最
低
３
日

か
ら
７
日
分
の
食
料
の
準
備

を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
当

町
で
の
周
知
方
法
は
。

答　

住
民
参
加
推
進
課
長　

県
作
成
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
活
用
し
、
ま
な
び
っ
ち

ゃ
す
ぎ
と
塾
等
で
説
明
を
行

っ
た
り
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
等

で
資
料
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
を
活
用
し
、
周
知
し
て

い
き
ま
す
。

問　

賞
味
期
限
の
点
検
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

住
民
参
加
推
進
課
長　

避
難
所
ご
と
に
品
名
、
個
数

お
よ
び
賞
味
期
限
等
の
情
報

を
デ
ー
タ
管
理
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
職
員
に
て
、

町
で
管
理
し
て
い
る
全
て
の

防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
の
総
点

検
を
実
施
し
ま
し
た
。

問　

主
な
備
蓄
食
料
は
。

答　

住
民
参
加
推
進
課
長　

主
に
ア
ル
フ
ァ
米
、
お
か
ゆ

缶
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
お
よ
び
パ

ン
の
缶
詰
で
す
。
ま
た
、
乳

児
用
と
し
て
粉
ミ
ル
ク
お
よ

び
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
粉
ミ
ル

ク
等
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
、
備
蓄
食
料
の
動
向
は

計
画
に
基
づ
き
、
毎
年
更
新
、
購
入
し
て
い
ま
す

▼　備蓄食料

仁部前崇議員

濵田章一議員
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問　

町
内
町
外
問
わ
ず
車
あ

り
き
の
町
づ
く
り
で
は
交
通

の
不
便
さ
は
解
消
さ
れ
な
い

が
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

答　

政
策
財
政
課
長　

鉄
道

や
バ
ス
会
社
へ
の
根
強
い
要

望
を
し
て
い
ま
す
が
、
多
額

の
財
源
が
必
要
な
こ
と
か
ら

一
歩
ず
つ
着
実
に
行
っ
て
い

ま
す
。

問　

要
望
す
る
の
で
あ
れ
ば

採
算
が
と
れ
る
よ
う
な
長
期

的
な
構
想
を
持
っ
て
す
べ
き

と
思
う
が
、
会
議
体
な
ど
計

画
で
き
な
い
か
。

答　

町
長　

善
処
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付

問　

総
務
省
推
進
事
業
で
も

あ
り
廉
価
シ
ス
テ
ム
等
を
利

用
す
る
な
ど
し
た
、
全
国
コ

ン
ビ
ニ
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
で
き

な
い
か
。

答　

町
民
課
長　

コ
ス
ト
面

や
住
民
か
ら
要
望
が
少
な
い

こ
と
か
ら
見
送
っ
て
い
た
が
、

今
後
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

問　

出
産
手
当
や
育
児
休
業

給
付
金
を
申
請
し
た
場
合
の
、

支
給
開
始
時
期
は
。

答　

町
民
課
長　

国
民
健
康

保
険
で
は
、
そ
れ
ら
の
給
付

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

問　

実
情
に
即
し
た
時
期
の

給
付
で
は
な
い
上
に
、
高
額

療
養
費
還
付
さ
え
も
最
低
四

か
月
を
要
す
る
『
制
度
あ
り

き
』
の
考
え
方
を
実
態
に
即

し
た
も
の
に
な
ら
な
い
か
。

答　

子
育
て
支
援
課
長　

健

康
保
険
組
合
と
の
兼
ね
合
い

も
あ
り
難
し
い
課
題
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

交
通
の
不
便
さ
解
消
の
進
捗
状
況
は

鉄
道
会
社
な
ど
へ
の
要
望
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

▼　車がなくてもいきいきと活動できる町づくり

原田壽々子議員

地
域
創
生
に
つ
い
て

問　

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
創

生
を
目
指
す
、
町
の
方
策
は
。

答　

政
策
財
政
課
長　

杉
戸

屏
風
深
輪
産
業
団
地
拡
張

に
よ
る
地
元
雇
用
の
創
出
や
、

東
口
通
り
線
整
備
に
よ
る
中

心
市
街
地
の
活
性
化
、
保
育

園
や
幼
稚
園
の
環
境
整
備
に

よ
る
子
育
て
環
境
の
充
実
な

ど
、
町
へ
の
魅
力
や
愛
着
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

東
口
通
り
線
整
備
に
つ
い
て

問　

東
武
動
物
公
園
駅
東
口

の
整
備
と
併
せ
て
、
杉
戸
小

学
校
跡
地
に
保
育
園
・
公
民

館
・
商
工
会
・
宿
泊
施
設
等

の
複
合
施
設
を
建
設
し
、
観

光
客
を
誘
致
し
て
い
く
開
発

を
進
め
て
は
。

答　

町
長　

貴
重
な
ご
提
案

と
し
て
承
り
、
今
後
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

東
口
通
り
線
の
整
備
の

終
了
を
待
た
ず
、
並
行
し
て

計
画
を
立
て
て
は
。

答　

副
町
長　

こ
の
整
備
は

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
的
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
ご

提
案
を
受
け
、
町
と
し
て
の

プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

簡
単
に
進
む
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
思
い
切
っ
て

計
画
を
立
て
て
み
て
は
。

答　

町
長　

様
々
な
方
々
と

可
能
な
ら
ば
協
議
会
等
を
設

置
し
、
前
向
き
か
つ
慎
重
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▲　有効活用したい、杉戸小学校跡地

小
学
校
跡
地
の
有
効
活
用
を
積
極
的
に
進
め
て
は

協
議
会
を
作
り
、
前
向
き
に
進
め
た
い

宮田利雄議員
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請願

　請願者杉戸町下野在住、誰もが安心してくらせる杉戸町をつくる会 会長 木村芳裕氏から、「杉戸町の
すべての小中学校、幼稚園の普通教室にすみやかにエアコンの設置を求める」請願が提出されました。
　請願は、まず 9 月 20 日に教育厚生常任委員会で審議され、賛成 2・反対 4 で不採択となり、その後
本会議で審議されましたが、賛成 6・反対 7・棄権 1 で不採択となりました。

36 日でした。1日の中で最高気温になる時間に、
子どもたちは南向きの教室で勉強をしています。
授業参観に来た保護者は「熱いので驚いた」「子
どもも先生もとても大変そうだった」と言って
います。暑さはその中にいるだけでも体力を消
耗し、気持ちも集中が切れてしまいます。
　春日部市や幸手市、宮代町などの近隣市町で
はエアコンが既に設置されているか整備中です。
予算も国の補助などを使えば、実質収支が 5億
円黒字の杉戸町の財政なら十分可能です。
　今年のうちに設計し、来年度から工事に着手
し、再来年の初めまでにエアコンが使用できる
よう早急な取り組みを求めます。

　平成 27年 6月議会でエアコンの設置を求め
る請願が趣旨採択されてから 2年がたちました
が、まだエアコンは設置されていません。
　古谷町長は、町長選挙が終わった 7月 26 日
に記者会見で、「来年度設計、再来年設置工事」
と発表しました。これでは、また 2年間待たさ
れることになります。
　夏の暑さは年を追って厳しくなっています。
気象庁公表の久喜市における最高気温による
と、37年前の 1978 年から 1980 年までの 3年間
の、6月、7月の 2か月間に 35℃以上の日は 1
日、33℃以上の日は 19日でしたが、2015 年か
ら 2017 年までの同じ期間ではそれぞれ 8日と

請願趣旨

「杉戸町のすべての小中学校、幼稚園の普通教室に
� すみやかにエアコンの設置を求める」請願

賛成6・反対7・棄権1 で 不採択

公明党� 伊藤　美佐子
　エアコン設置を求める請願が趣旨
採択されて２年経ち、その間トイレ
の環境整備に取り組むことは住民も
理解しています。請願趣旨の計画で
は普通教室への工事は夏休みに限定
されることもあり、大変難しいと考
え反対します。
　公明党議員団として町長にエアコ
ン設置を速やかに行うよう強く要望
しました。また、早期実現に向け、
財源確保策として国・県に働きかけ
を行っていきます。

討論 反対です

是　新� 須田　恒男
　本請願の内容では、エアコンを設
置するための設計する見積もりを
12月議会の補正予算に計上するこ
とになっています。
　しかし、教育委員会の答弁によれ
ば12月では時間的に間に合わない
としています。
　エアコン設置には賛成ですが時間
的に実施不可能な請願に賛成するこ
とは、議会と議員への不信を招くも
のと考え、反対します。

討論 反対です

日本共産党� 石川　敏子
　前回趣旨採択されてから２年が過
ぎているのに、いまだに普通教室へ
のエアコン設置は進んでいません。
議会の責任としても速やかにエアコ
ン設置を町に求めるべきです。
　町村では最低の設置率になってい
ます。今年の７月は教室の室温が３
６度を超える中、子どもたちにいつ
までも我慢を強いるわけにはいきま
せん。

討論 賛成です
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決議案

ました。
　しかし、近隣市町の状況や子どもたちの健
康への配慮が強く望まれています。
　同時に、平成 31 年度供用開始という請願
事項を踏まえると、財政的にも影響が大きく、
大局的な視点で様々な面を考慮する必要があ
ると考えます。
　よって、町におかれては、今後、「総合的に
判断」となっている着工時期をより具体化す
るための整備計画を町民及び議会へ示すとと
もに、一日も早いエアコン設置に向け、財源
等の確保をめざし、不測の事態が無い限り平
成 31 年度着工・設置するよう強く要請します。

　近年、地球温暖化など気象状況の変化によ
り、全国的に夏季の暑さが非常に高く、子ど
もたちの置かれている教育環境は厳しいもの
となっています。
　現在のエアコン設置状況は、図書室への設
置工事を平成 28 年度に完了し、今年度は音楽
室への設置に向け設計業務が進められていま
す。
　また、夏季の暑さ対策として扇風機を設置
している状況の中、一部の普通教室（泉小学
校：2教室）にはエアコンが設置されています
が、暑さ対策が施されているとは言えない状
況です。
　一方、今定例会の一般質問では、平成 30 年
度に設計業務を行うが、着工時期については
「総合的に判断する」ということを町は表明し

　「杉戸町のすべての小中学校、幼稚園の普通教室にすみやかにエアコンの設置を求める」請願が不採
択になった後、須田恒男議員から決議案「町立幼稚園及び小中学校の普通教室へのエアコン設置を要
請する決議」が提出されました。
　最終日に審議を行い、「請願内容に似た決議案には賛同できない」という反対討論もありましたが、
賛成 7・反対 3・棄権 4 で可決しました。

趣旨

「町立幼稚園及び小中学校の普通教室への
� エアコン設置を要請する決議」

賛成7・反対3・棄権4 で 可決

主
な
質
疑

　
　
　
「
不
測
の
事
態
」

　
　

と
は
具
体
的
に
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
　
　

地
震
な
ど
の
災

　
　

害
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
な
ど
の
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

設
置
の
時
期
、
期

　
　

限
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　
　

平
成
31
年
度
の

　
　

夏
ま
で
に
は
可
能

で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　

請
願
趣
旨
と
内

　
　

容
が
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
は
な
い
か
。

　
　
　

整
備
手
法
を
こ

　
　

れ
か
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
請
願

内
容
に
あ
る
今
年
度
中

に
設
計
す
る
こ
と
は
時

間
的
に
不
可
能
だ
と
考

え
ま
し
た
。
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町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
議
会
に
対

し
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
九
月
定
例
会
に
お

い
て
、
再
び
第
二
十
七
代
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
ま

す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重

大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
は
様
々
な
課
題
と

し
て
地
方
行
政
に
暗
い
影
を
落

と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
将
来

を
担
う
若
年
層
の
雇
用
の
創
出

　

副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た

須
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
頂
く
身
で
あ
り
ま

す
が
、
頂
戴
し
た
職
責
に
緊

張
感
を
持
ち
、
精
一
杯
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
は
年
４
回
開

催
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
生
活

に
直
結
す
る
子
育
て
、
健
康
、

環
境
、
安
心
・
安
全
な
ど
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
提
案
、
質
問
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
議
長
を
除
く

14
人
全
員
が
一
般
質
問
を
行

う
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

や
、
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託

に
応
え
る
よ
う
町
行
政
と
一
体

と
な
っ
て
鋭
意
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
議
会
に
お
い
て
は
今

般
、
正
副
議
長
を
は
じ
め
、
各

正
副
委
員
長
が
一
新
さ
れ
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
議
会
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
も
、
ま
す
ま
す

多
様
化
し
、
重
要
性
も
増
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
責
任
を
再
認
識
し
、

公
正
性
、
公
平
性
お
よ
び
透
明

性
を
確
保
す
る
と
同
時
に
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
得
る
た

め
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す

　

町
民
の
代
弁
者
と
し
て
発

信
が
で
き
る
一
般
質
問
は
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
が
で

き
る
チ
ャ
ン
ス
の
時
間
で
あ

り
ま
す
。
皆
様
か
ら
は
、
応

援
し
た
議
員
の
発
言
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
の
声
も
あ

り
、
積
極
的
な
質
問
は
、
議

員
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
「
議
会
報
告

会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

参
加
者
数
の
増
加
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
町
議
会
の
一
層
の

活
性
化
を
図
り
、
皆
様
に
今

以
上
に
関
心
を
お
持
ち
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

議会の新たな構成

　
議
会
最
終
日
に
正
副
議
長
選
挙
、
各
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
と
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
互
選
を

行
い
ま
し
た
。

　
議
長
に
稲
葉
光
男
議
員
、
副
議
長
に
須
田
恒
男
議
員
を
選
出
し
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

無

所

属

公

明

党

日
本
共
産
党

是

新

自
民
ク
ラ
ブ

会

派

名
　

稲��

葉��

光��

男
（
議
長
）

　
　

宮��

田��

利��

雄

　
　

伊
藤
美
佐
子

○　

平��

川��

忠��

良

　
　

石��

川��

敏��

子

　
　

森��

山��

哲��

夫

○　

阿��

部��

啓��

子

　
　

原
田
壽
々
子

　
　

仁��

部��

前��

崇

　
　

須��

田��

恒��

男

○　

大��

橋��

芳��

久

　
　

窪��

田��

裕��

之

　
　

勝��

岡��

敏��

至

　
　

坪��

田��

光��

治

○　

濵��

田��

章��

一

議
員
氏
名
（
○
印
…
代
表
者
）

副議長
須田恒男議員

議長
稲葉光男議員

議
会
の
新
た
な�

構
成
決
ま
る

会派構成

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
議
長
あ
い
さ
つ
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議会の新たな構成

教育厚生常任委員会

議会だより編集委員会

総務建設常任委員会

議会運営委員会

　国保、介護、後期高齢者医療、教育、福祉、環境等
に関する事項の審査、調査を行います。

　議会活動の状況を広く、正しくお知らせするため、
議会だより「こんにちは杉戸議会です」の編集・発行
を行います。

　財政、防災、土木、産業、上下水道等に関する事項
の審査、調査を行います。

　議会には3つの常任委
員会と、議会運営委員会、
が設置されています。

　議会の運営、会議規則、委員会に関する条例、議長
の諮問に関する事項、議案、陳情等の審査、調査を行
います。

森
山
哲
夫

大
橋
芳
久

◎
大
橋
芳
久

宮
田
利
雄

◯
仁
部
前
崇

平
川
忠
良

平
川
忠
良

濵
田
章
一

濵
田
章
一

◯
原
田
壽
々
子

◎
坪
田
光
治

坪
田
光
治

阿
部
啓
子

大
橋
芳
久

◯
窪
田
裕
之

◎
平
川
忠
良

勝
岡
敏
至

原
田
壽
々
子阿

部
啓
子

石
川
敏
子

稲
葉
光
男

議
長

須
田
恒
男　副議

長

森
山
哲
夫

坪
田
光
治

◎
宮
田
利
雄

◯
伊
藤
美
佐
子

仁
部
前
崇

濵
田
章
一

須
田
恒
男　

◎委員長 ○副委員長
常任委員会等の構成
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第
59号

 

発
行
・
杉
戸
町
議
会
　
編
集
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　
☎
〇
四
八
〇
�
一
一
一
一

〒
三
四
五
︱
八
五
〇
二
　
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
清
地
二
丁
目
九
番
二
九
号

こ
ん

に
ち

は
 杉

戸
議

会
で

す
　
　
　
　
第
9
7
号
　
平
成
2
9
年
1
1
月
1
日
発
行

　

議
会
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に
時

間
が
あ
れ
ば
傍
聴
し
て
い
ま
す
。

　

毎
回
思
う
こ
と
。
そ
れ
は
傍
聴

人
の
少
な
さ
で
す
。

　

七
月
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
と

町
議
補
選
の
結
果
が
現
実
の
数
字

な
の
で
し
ょ
う
。

　

議
会
と
執
行
部
は
杉
戸
町
発
展

の
為
に
お
互
い
協
調
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
で
選
ば
れ
た
人
た

ち
に
と
っ
て
の
最
大
の
敵
は
「
無

関
心
」
で
す
。

　

執
行
部
施
策
に
つ
い
て
重
箱
の

隅
を
つ
つ
く
よ
う
な
質
問
を
し
て

何
が
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
が
減
少
す

る
こ
と
は
国
全
体
で
進
ん
で
い
る

こ
と
で
す
。

　

解
決
す
る
た
め
の
決
定
的
な
特

効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

降
り
か
か
っ
て
く
る
こ
と
を
、

お
互
い
に
知
恵
を
だ
し
町
民
が

「
無
関
心
」
に
な
ら
な
い
発
展
的

議
論
を
望
み
ま
す
。

編
集
後
記

　

９
月
議
会
が
終
わ
る
と

暑
か
っ
た
夏
か
ら
秋
、
そ

し
て
冬
の
準
備
が
始
ま
り

ま
す
。
議
会
も
次
の
12
月

定
例
会
ま
で
の
準
備
に
入

り
ま
す
。
そ
の
間
は
運
動

会
、
音
楽
会
、
産
業
祭
な

ど
様
々
な
場
所
で
町
民
の

皆
様
と
直
接
触
れ
合
い
な

が
ら
声
を
聞
き
、
積
極
的

に
議
会
で
取
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。
同
時
に
、
議
会

の
広
報
と
し
て
の
役
割
も

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
身

近
な
議
員
に
気
軽
に
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

９月定例会
傍聴者数

（本会議）
８
月
29日 9人
30日 0人

9
月

4日 19人
5日 6人
6日 9人
8日 0人
27日 17人
28日 5人

（委員会）

9
月

11日 決算特別� 0人
12日 決算特別� 0人
13日 決算特別� 0人
15日 決算特別� 0人

20日
総務建設� 2人
教育厚生� 6人

平成29年 第３回 杉戸町議会定例会　議員別表決結果一覧
自民クラブ

 
（4人）

日本共産党
 

（3人）

公明党
 

（2人）

是新

（4人）

無所属
（2人）

濵
田
　
章
一

稲
葉
　
光
男

勝
岡
　
敏
至

窪
田
　
裕
之

阿
部
　
啓
子

森
山
　
哲
夫

石
川
　
敏
子

平
川
　
忠
良

伊
藤
美
佐
子

大
橋
　
芳
久

須
田
　
恒
男

仁
部
　
前
崇

原
田
壽
々
子

宮
田
　
利
雄

坪
田
　
光
治

町
長
提
出
議
案

杉戸町教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

杉戸町道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

杉戸町道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

杉戸町道路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度杉戸町一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度杉戸町水道事業会計決算の認定及び
剰余金の処分について

○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度杉戸町公共下水道事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度杉戸町国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度杉戸町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について

○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度杉戸町介護保険特別会計歳入歳出決算の
認定について

○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

杉戸町都市公園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

杉戸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成29年度杉戸町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成29年度杉戸町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成29年度杉戸町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成29年度杉戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成29年度杉戸町介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議
員
提
出

議
　
　
案

請願書（杉戸町のすべての小中学校、幼稚園の普通
教室にすみやかにエアコンの設置を求める件）

○ 棄 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × −

町立幼稚園及び小中学校の普通教室へのエアコン設
置を要請する決議

棄 棄 棄 棄 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

会 派 名

議員氏名
議案名

12月定例会は、

11月29日（水）
開会予定です。

○印…賛成�×印…反対�欠印…欠席�除印…除斥�棄…棄権�※議長は表決に参加しないため、「−」となっています。

 
議
会
を
傍
聴
し
て

杉戸在住
栗原偉

たけ

憲
のり

さん


